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訓練などを行うこと
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リスクマネジメントへの取り組み

リスクマネジメントの推進

　グローバルな事業展開に伴い多様化するリスクに対応するため、ジヤトコ

では、内部統制の一環としてリスクマネジメントを実施しています。

　具体的には、年度ごとにリスクを洗い出し、エグゼクティブ・コミッティにおいて

取り組むべき項目を決定し、項目ごとに任命された責任者のもと、リスク低減

のための対策を立案・実行しています。各項目における取り組みの進捗は

エグゼクティブ・コミッティに報告され、年度末に各項目のコントロールレベル

評価が行われます。

BCM＊委員会による取り組み

　地震・台風などの自然災害をはじめ事業の継続を危うくするような事態が

発生するケースがあります。ジヤトコでは発生しうる様々なリスクを想定し、

リスク発生の未然防止および発生時のリスク低減に向け、BCM委員会を

情報管理の徹底と教育・啓発活動を推進

　成長戦略を維持するにはより堅固な情報セキュリティが必要になります。

ジヤトコは情報インフラのさらなる強化に努めています。

　サイバー攻撃などに備えるため、外部からの攻撃を防ぐ様々な技術的施策を

実施するとともに、万一侵入を許した場合でも情報流出を防げるよう、情報

管理を徹底しています。

　情報セキュリティは情報を取り扱う従業員一人ひとりの適正な管理意識に

かかっていることから、グループの全従業員を対象とした情報セキュリティに

関する教育を年1回継続的に実施し、管理意識の向上に努めています。

各部門・グループ各社の情報セキュリティ活動

　情報セキュリティを適切に運営していくためには、部門・会社の単位で、情報

セキュリティに関する現状やリスクを正確に把握してから、対策を立案・実施し、結果

をレビューするなど、PDCAサイクルを適切に回していくことが不可欠です。各
部門・各社における情報セキュリティにかかわる活動内容については情報セキュ

リティ委員会で共有され、各部門・各社のベストプラクティスを互いに取り入れる

ことで、グループ全体における情報セキュリティのより一層の充実を図っています。

情報セキュリティの強化

情報セキュリティの推進体制

　ジヤトコでは、「情報セキュリティ・ポリシー」を制定し、情報セキュリティに

かかわる適切な運用を図っています。

　グループ全体で運用されている情報セキュリティ委員会では、グループ共通

の課題や対策を共有し、各部門または各グループ会社の実行状況を確認して

います。部門、グループ会社ごとに責任者が定められ、その責任者のもと、日常

の情報セキュリティにかかわる管理が行われることになっています。

設けて対策を実行しています。生産の継続に影響を与える事態が実際に

発生した場合は、ただちに関係者に周知され、BCM委員会が中心となり、
全社の各部門の協力を得ながら問題の解決を図ります。

　大規模地震発生時の初動の対応、早期復旧のための適切な対応を従業員が

身に付けられるように、毎年BCMシミュレーション訓練を実施しています。

グループ会社のリスクマネジメント体制

　海外の生産拠点をはじめとするグループ会社についても、それぞれの会社で

想定されるリスクに対する対策を実行するなどリスクマネジメントに取り組ん

でいます。BCMの活動で培われたジヤトコの経験やノウハウはグループ会社
に展開され、グローバル共通のリスクについては他のグループ会社と連携を

とりながらリスクマネジメントを実施しています。
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BCM委員会

リスクオーナー：社長

日本・海外のリスク

日本・海外のリスク グローバル共通のリスク

リスクマネジメント会議
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▶海外拠点のBCM推進組織

BCMシミュレーション訓練
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リスクマネジメント   大規模災害への取り組み

大規模災害発生時の事業継続に向けて
ジヤトコのBCMの一環として、近い将来発生が懸念される大規模地震

（震度6強以上）に対し、初動活動として人命救助、二次災害防止、また事業復

旧活動として迅速かつ効果的な復旧を目標としたBCM活動を進めてきまし

た。BCM構築の取組みは新潟中越沖地震（2007年7月）、東日本大震災

（2011年3月）、そして自工場に大きな被害をもたらした静岡県東部地震

（2011年3月）等の経験を経て、見直し・強化されています。想定する災害

も、地震はもちろん、新型コロナウイルス、ＩＴ障害、サプライチェーン供給停

止と多岐にわたり、メキシコ、中国、タイ等の海外拠点が直面するリスクも日

本国内のBCM整備で得られた経験を活用しジヤトコグループ全体でグロー

バルに展開しています。さらに過去の災害からサプライチェーンを重視した

活動を推進するために、各社にBCM体制診断等を通じ、サプライチェーン

全体の強化にも努めています。ジヤトコの実効性の高いBCMの原動力は繰

り返し行われる訓練にあります。2008年以降、毎年BCMシミュレーション

訓練を実施し、発災後の初動対応と事業継続への復旧体制を確認していま

す。この訓練は、想定される被害状況をもとに自動車メーカー・ビジネスパー

トナー対応、地域社会やメディア対応など、事業継続に関する課題を各部署・

各拠点が連携して解決していくもので、このような訓練を繰り返し実施し、災

害発生時の迅速な対応を目指しています。こうした拠点間連携を重視したシ

ミュレーション訓練の成果は、

静岡県東部地震での富士宮工

場における各拠点からの円滑

な支援受け入れと早期復旧と

なって具体的に現れています。



EMERGENCY RESPONSE

新たに付加した設備の補助脚

各拠点に備えられた防災備品

盛り土を行った建築現場
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リスクマネジメント   大規模災害への取り組み

従業員・地域の安全を守るために

日本国内における建屋や設備の地震対策

　大規模地震が発生した際の建屋・設備・従業員への被害を防ぎ、一

日も早い工場機能の復旧を図ることができるよう、日本国内の主要

生産拠点では建物の耐震補強や生産設備の固定、天井やクレーンか

らの落下物対策など、幅広い「地震対策」を実施しています。

　サプライチェーンの一員として、お客さまの生産への影響を最小限

にとどめるよう、常に対策を考えています。

従業員の安全確保

　大規模地震が発生した際に従業員の安全を確保するために、ジヤ

トコでは避難場所や避難行動についての手順を細かく定めています。

　また、その浸透を図るため、日中・夜間などさまざまな状況を想定

し、定期的に訓練を実施しています。その他、非常時には各拠点にお

いて帰宅が困難になる従業員が発生することを想定し、水や食料、ヘ

ルメット、毛布、寝袋、非常用トイレなどの備品を備蓄しています。

地域住民の安全・安心を確保

　地域社会とともに歩むジヤトコとして、地域の暮らしにおける安全・

安心の確保に積極的に協力しています。

　大規模災害が発生した場合に避難場所のない地域住民の方々に

社内施設を緊急避難場所として提供できるよう、自治体の避難場所

リストに登録し、体制の整備を推進しています。

海外拠点における地震対策

　グローバルに展開しているジヤトコの海外拠点においても、地震など

の大規模災害に備え、国内拠点と同様のBCM活動を実施しています。
　また、2013年7月に稼働開始したジヤトコ タイランド社では、2011
年に発生した大規模洪水の教訓から、建屋の基礎となる盛り土を当初

計画から50cm高くし、津波・水害に備えました。


